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日本子 ども社会学会 御 中

平成 2 4 年 1 月 2 4 日

（公財）発達科学研究教育センター

理事長 新庄 茂方
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盛ニホー ム・ ペ ー ジ に掲 望臨を お原貞しヽ す る件

拝啓

時下 、益 々 ご滑栄 のこ ととお慶び 申 し上げ ます。

さて、当財団では、発達科学、発達心理学の分野を中心に、若手研究者 を対象 として、

研究 費の助成 を行 ってお ります。本革 業につ き、よ り広範 囲 に周知 を図 りた く、 まこ とに

勝手 なが ら、別紙 に記聴 いた しま した辞典輩項 を、放 ホーム・ ペー ジ上 に掲 載 して くだ さ

います よ う、お願 い申 し上げ ます。

なお、平成 2 3 年虎は応募者 5 0 名から 1 2 名を選抜 し、一人当た りの助成金は、約 5 0

万円稜度 で ご ざいま した。／小規模 な助成 ではあ ります が、地味 な分 野で あ ります ため、

若手研究者からは 「励みになる」 との評価 をいただいてお ります。また研究成果につきま

して は、論 文 と して 当財 団発行 の 「紀 要」 に掲 載す るこ とに よ り、学会発 表 の便宜 もはか

つてお ります 。

なに とぞ よろ しくご満配 を賜 ります よ う、重ねてお頗 い申 し上 げます。

敬具
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関係各位

平成 2 4 年 3 月 9 日

東京都千代田区五番町 3 － 1

公益財団法人 発達科学研究教育センター

理事長 新庄 茂方

発達科学研究教育奨励賞告知のお願い

拝啓 時下ますます ご清栄の こととお慶び申 し上げます。

公益財団法人 発達科学研究教育センター では別紙要領で、平成 2 4 年度

発達科学研究教育奨励賞一挙術研究の郎－を実施いたします。

つ きま しては別紙 の内容 を関係各部 門の方 々に回覧、掲示な どにて周知方

お取 り計 らい下 さい ます よ う、宜 しくお願 い 申 し上 げ ます。

なお、本件 につ きま して ご不明の点な ど御座 いま した ら、お手数で も下記 ま

でお問い合 わせ 下 さるよ うお願 い申し上げます。

敬具

※お問い合わせ先

〒 1 0 2・0 0 7 6

東京都千代田区五番町 3 番地 1

公益財団牡人 発達科学研究敦育センター

事務局 研究助成 担当

電話 ：03・3262・9976 n lX ：03－322 1－7169

E メール C Odenon

U RL：／／耶VW ．COder．肝．

＃2 ／ 4



1 2－0ト 24 ；1 1：39 AM ；

関係各位

平成 2 4 年 3 月 9 日

公益財団睦人 発達科学研究教育センター

理事長 新庄 茂方

平鹿 2 4 年虔発達科学教育奨励賞一挙術研究の部－の募集

公益財団法人 発達科学研究教育センター では帝亭研究者を対象とした

平成 2 4 年度の研究助成事築である発達科学研究教育奨励賞一挙術研究の部－

を下記要領で募集敦 します。

対象 となる研究テーマ

・ 幼少期の子 どもの可能性 を引き出 し、心身の調 和の とれた発達 をはかるこ と

を主たる研究テーマ とするもの。

応芽架格

・ 同一の研 究機 関に属す る個人、または数人の共同研究。

・平成 2 4 年 4 月 1 日現在 40 歳以下で、准教授聴以下の方。

・所属研究機関の代表者または持寄教授の推薦が必要です。

研究助成金

・ 1 件 当た り 50 万円を上限。 10 件位 を予定。

碁集期間

・ 平成 2 4 年 4 月 1 日～平成 2 4 年 5 月 3 1 日

応募必要書塀

・ 研究計画書、推常春など。

（詳細は、本財団ホームページ（b ttp：〃m coder．or．をご参照下 さい。
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参考 （平成 23 年慶安賞の研究テーマ ：1 2 件）

・幼児における行為の原因帰属に対する社会的潜轡力の評価についての研究

・乳児による動 く微細叙情の認識

・ 特別支煙が必要な児童の対人相互作用に蓉 目した集臥 む理的介入の有効性

・ 小学生の認知発達に合わせた問題解決スキル訓練の有効性の検討

・ 神様痕何でもお見通 しか？ 由児における両軸の超 自蘇由知如 こついての概念

・ 幼児の認知処理速度 と心理的適応 との関係に関す る実故的検討

・ 児 童に対す るマ イ ン ドフルネ ス トレーニ ングが AロHD 症状 改善に及ぼす影響

・ 思春期の発達障 害児 をもつ親 のためのペア レン ト トレーニ ングプ ログラムの開発

・ 保育者が陣容幼児の女鹿計画を作成・展開させる際に必要となる仕掛けとは？

・ 行為情報が乳児の視聴覚間協応に及ぼす避轡一視触計軌か らのアプローチー

・ 児虫における孤独感への対処

・ 幼児期 における文脈推論能力 と方略の発達的検討 ：

指示対象付与における常用諭的解釈の発達 と障害

以上


